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7 ．血 清 T3 （triiodothyronine）及び Cortiso1水準

　と骨格筋の筋線維組成 の 関連性
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【緒言】Ianuzzo　et　a ］．（1977） は
， 甲状腺 ホ ル モ ン

分泌の 亢進 に よ り遅 筋に 占め る 速筋線維の 組成比 率

が 高 くな る こ と を報告 した 。 また lzumD 　et　al．（1986）

も InRNA の レ ベ ル で 同様 の こ とを示 し た 。 骨格筋

の 各筋線維比率 は，運動 や 無重 力な どの 環境 に よ り

変化す る こ と は，よ く知 ら れ て い る 。 また 最近 で は，

高血圧 などの 疾患 に よ っ て も変化する こ とが報告 さ

れ て い 惹，そ こ で 本研究で は，高血 E を早期 に発症

す る 脳卒中易発症 高血 圧 自然 発症 ラ ッ ト （SHRSP ）

の 1頗 青T3 〔triiodothyronine ） 及 び血 清 Cortis。1の

測定を行い ，骨格筋線維組成比率との 関連性 に つ い

て 検討 をお こ な っ た。

【方法】本 実験 で は，24週 齢 の 脳 卒 中 易 発 症 高 血 圧

自然発症 ラ ッ ト （SHRSP ）雌 20匹及 び 対照群 と して

24週齢の Wistar系京都 （WKY ）雌 ラ ッ ト20匹を用

い て 比較検討を行 っ た 。 向群 と もペ ン トバ ル ビ タ
ー

ル ナ トリ ウ 厶 麻酔 ドで 左後肢 よ リヒ ラ メ筋お よ び長

指伸筋 を摘出 し， イ ソ ペ ン タ ン に て 急速凍結 し た 。

ヒ ラ メ 筋お よ び長指伸筋は ク リ オ ス タ ッ ト （Bright

社 製 FS−FCS ） に よ り，
− 20℃ ドで厚 さ 10，Um の 連

続横 断切 片 を 作 成 し， 各横 断切 片 に， mv 。 sin

ATPase 染色 と コ ハ ク酸 脱水素酵素 （SDH ）染色 を

施 し，筋線維 組 成 比率 を算 出 した。また血清 T3

（triiedoth ＞
・ronine ）　 は RIA 法，　 ⊥flL清 Cortisolは

FPIA 法 に よ り算出 した。

【結果】ヒ ラ メ 筋 に つ い て み る と，筋線維組 成 比 は

SHRSP の SO 線維 で 88 ．6± 5．8％，WKY 　94．8± 6．0％

で あ り有意 に SHRSP の速筋線維比 率が 高い こ と が

示 され た 。 血 清 T3 に つ い て は，　 WKY 群 で 139 ．1±

19．4m9／dl，　 SHRSP 群で 92．6± 11．Omg ／d1 で あ り，

有意 に SHRSP 群 で 低値 を示 し た 。 し か し な が ら，

T3 と速筋線維比 率に有意 な柑関関係 は 観 察 され な

か っ た。

【結論】本研究 に お い て 脳卒中易発症高血 庄 自然発

症 ラ ッ トの 甲状腺 ホ ル モ ン 値 （T3）は，正常血圧 ラ ッ

ト と比較 して 49％ 有意 に高い 値 を示 した 。 しか しな

が ら，先行研 究 で 報 告され て い る 甲状 線 ホ ル モ ン

（T3 ） の 亢 進 と ヒ ラ メ 筋の 速 筋化 との 関連性は，

脳 卒中易発症 高血 圧 自然発症 ラ ッ トに 関 して は 観察

され なか っ た。

8 ．体性感覚刺激 を用 い て 誘発 し た CNV （随伴性

陰性変動）と脳波変動
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【目的】体性感覚刺激を用 い た CNV の 研究報告は

少 な く，また，CNV 試 行 中 の 脳 波変動 に つ い て の

報告も少 な い
。 そ こ で ，本研究 で は第 1刺激 （Sl）

は 発光ダイオ
ー

ドに よる視覚刺激 を用 い ，第 2 刺激

（S2）を体性 感覚刺 激 と して 左手第 且 指 と第 V 指

に 2 ： 8 の 割合 で ラ ン ダム に 電気刺激 を与 え，選択

動作課題 を 行わ せ た と きの CNV 成分 と脳波変動 に

つ い て 比較 ・検討する。

【方法】被検者 は 健康成人 （右利 き男 1・10名，21．9

± L20 歳）で あ り，実験趣 旨を説明 した うえで 参加

の 同意を得た。被検者 の 左 手第∬指 と 第 V 指にリ ン

グ 電極 を 装 着 し
，
Sl の 2sec後 に S2 と し て 各指 に ラ

ン ダ ム に 電気刺激を 与え，第 ll指へ の 刺激を標的刺

激 として 選択 動作 課題 を行 う よう指示 した。EEG

と CNV は Fz，　 Cz，　 Pz，　 C3’，　 C4’に 記録電極 を国際

ユO−20法 で 装着 し， 基準 電極 は 両耳朶連結 と し て 記

録 した。また，被検者 の 右 前腕 の 屈筋群 に表襾電極

を装着 し，回内運動 を行うと同時に 記録紙 に EMG

が 記 録 さ れ る よ う設 定 し た 。 刺 激 は 持 続 陦 間

0．2msecの 矩形波刺激で 行い ，強度は 感覚閾値の 3

倍程度 とした 。

【選択動作課題】（1）第 且指刺激 の 回数を メ ン タ ル

カ ウ ン トす る　（計数 課題）。（2）第 且指刺 海交後 ， 有

手に 持 っ た グリ ッ プ を回内運動す る （RT 課題）。

【結果｝ 1 ．CNV 振幅

　計数課題 で の Pz と C4’に お い て ，標的刺 激時 の

CNV 後期成分振 幅が非標 的刺 激時 よ りも有意 に 大

きい 値 を示 した （pく O．05）。

2 ．周波数分析

　 RT 課 題 で の Cz，　 Pz，　 C3’，　 C4
’
に お い て ，

pre
−EMG 　onset の dcitaが Pre−S1 よ りも有 意 に 大 き

い 値 を示 し，Cz，　 C3’，　 C4’に お い て は，　 pre
−EMG

OI 】set の betalが Pre−Sl よ りも有意 に 低 い 値 を 示 し，

課 題前後の 脳 内の 活動 の 変化 が 確 認 で きた 。
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